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　中期計画の策定にあたっては、18歳人口の減少が一層加速する
2040年においても、専修大学及び石巻専修大学が力強く持続的な発
展を遂げ、社会の屋台骨を支える有為な人材を輩出し続ける大学を目
指し、その実現に向けた行動と成果の５年間と位置付けています。
　本法人の２大学がこの厳しい環境を乗り越えるためには、教育力、
研究力、学生の活動実績を向上させ、絶え間なく知を発信し、日本国内
のみならず世界において存在感のある大学を目指していく必要があ
ります。第２期目となる本計画では、本法人が将来にわたって社会か

ら選ばれ続ける大学となるため、第１期目の中期計画（2021年度～
2025年度）の成果を基盤に、教育力・研究力の向上のほか、戦略的な
入学者確保の推進、社会連携及び社会貢献の推進、キャンパス再編に
向けたグランドデザインの策定を新たな柱に加えるとともに、石巻専
修大学の計画の柱は一つに統合しました。
　2026年度からの５年間は、本計画に基づき、年次ごとの事業計画
を策定し、着実に21世紀ビジョン「社会知性（Socio-Intelligence）の
開発」を推進してまいります。

【中期計画の概要】
計画の柱 行動計画
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教育力の向上

▶

１．学士課程教育の質向上　　　　　　２．大学院教育の質向上
３．法科大学院教育の質向上　　　　　４．外国人留学生の受入れ促進

研究力の向上 １．研究資金の獲得力強化
２．社会知性開発研究センターにおける研究プロジェクトの推進

学生活動実績の向上 １．難関国家試験等の合格者数増　　　２．就職実績の向上
３．カレッジスポーツの強化　　　　　４．海外派遣学生数の拡充

戦略的な入学者確保の推進 １．志願者確保による選抜性の向上
２．多様な入学者の確保

社会連携及び社会貢献の推進 １．社会連携・社会貢献活動の総合的推進体制の確立
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石巻専修大学第２次中長期ビジョンの推進 ▶
１．学生支援の強化による学生活動実績の向上
２．地域連携による社会実装と地域教育の強化
３．社会実践教育の全学的な拡充
４．収容定員充足に向けた教学改革と入試改革の一体的な推進
５．少子化を乗り切る魅力ある教育組織の新編
６．教職協働の実現に基づく大学改革の推進
７．財務の健全化に向けた対応
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大学経営の強化

▶
１．組織の最適化及び組織力の最大化　２．スマートキャンパス構想の推進
３．大学ブランド価値向上　　　　　　４．新たな教育基盤の確立
５．将来ビジョンの策定

キャンパス再編に向けたグランドデザインの策定 １．キャンパス再編に向けたグランドデザイン策定のための諸施策推進

財務の健全性確保 １．事業活動収入の拡充
２．事業活動支出の適正化
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１ 教育力の向上
（１）学士課程教育の質向上　　（２）大学院教育の質向上
（３）法科大学院教育の質向上　（４）外国人留学生の受入れ促進
２ 研究力の向上

（１）研究資金の獲得力強化
（２）社会知性開発研究センターにおける研究プロジェクトの推進
３ 学生活動実績の向上

（１）難関国家試験等の合格者数増　（２）就職実績の向上
（３）カレッジスポーツの強化　　　（４）海外派遣学生数の拡充
４ 戦略的な入学者確保の推進

（１）志願者確保による選抜性の向上　（２）多様な入学者の確保
５ 社会連携及び社会貢献の推進

（１）社会連携・社会貢献活動の総合的推進体制の確立
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１ 石巻専修大学第２次中長期ビジョンの推進
（１）学生支援の強化による学生活動実績の向上
（２）地域連携による社会実装と地域教育の強化	
（３）社会実践教育の全学的な拡充	
（４）収容定員充足に向けた教学改革と入試改革の一体的な推進	
（５）少子化を乗り切る魅力ある教育組織の新編
（６）教職協働の実現に基づく大学改革の推進	
（７）財務の健全化に向けた対応
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１ 大学経営の強化
（１）組織の最適化及び組織力の最大化　（２）スマートキャンパス構想の推進
（３）大学ブランド価値向上
２ キャンパス再編に向けたグランドデザインの策定

（１）キャンパス再編に向けたグランドデザイン策定のための諸施策推進
３ 財務の健全性確保

（１）事業活動収入の拡充　　　　　　　（２）事業活動支出の適正化
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専修大学

１ 教育　　　　２ 研究　　　　３ 学生支援
４ 社会的評価を高めるための広報活動等の展開
５ 社会連携・社会貢献　　　 　６ 管理・運営
７ 校友会・育友会との連携強化

石巻専修大学 1 学生支援　　 2 管理・運営

学校法人専修大学 １ 管理・運営

　「学校法人専修大学中期計画（2026年度～ 2030
年度）」の具現化を図るため策定した「令和８（2026）
年度事業計画」は、３月16日開催の理事会において承
認されました。
　本事業計画は、中期計画との連関性をより明確にす
るため「中期計画による年次施策」と「基盤強化に向け
た施策」の二つに整理しております。「中期計画による
年次施策」では、教育力・研究力の向上、学生活動実績
の向上、戦略的な入学者確保の推進、社会連携及び社
会貢献の推進、大学経営の強化、キャンパス再編に向
けたグランドデザインの策定等、中期計画の重点項目
を具体化する事業を位置付けます。特に予算編成にお
いては、創立１５０年を見据えた財務健全化を重視し、
経費の最適化と効率的な予算配分により、事業活動収
支差額比率７・２％超の達成を目指します。
　「基盤強化に向けた施策」では、教育課程の適切な運
営、学生支援の充実、管理運営体制の整備等、当年度に
取り組む基盤的でありながらも重要度の高い事業とし
て位置付けています。
　本法人は、これら二つの施策群を事業計画の両輪と
して推進し、専修大学及び
石巻専修大学が将来にわた
り持続的に発展する大学と
なることを目指してまいり
ます。
　なお、本事業計画の詳細
については、本学ホームペ
ージにて公表しています。

令和８（2026）年度令和８（2026）年度
事業計画事業計画

【事業計画】


